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障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）

の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と

い
う
。）に
お
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額
の
対
象
者
が
あ
る
も
の

は
、
施
行
日
以
後
速
や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
、
か
つ
、
自
ら
署
名
し
た
届
書
を
国
家
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

受
給
権
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

基
礎
年
金
番
号
（
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年

法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
礎

年
金
番
号
を
い
う
。）

三

加
給
年
金
額
の
対
象
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

加
給
年
金
額
の
対
象
者
が
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
る
旨

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
号

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強

化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百

四
十
五
号
）
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
私

立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
を
実
施
す

る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身

分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す

る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示

す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
四
年
厚
生

省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法

律
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
」
に
改
め
る
。

本
則
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法

律
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法

律
」
に
、「
第
八
十
七
条
第
十
四
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第

十
一
項
」
に
改
め
る
。

本
則
の
様
式
の
表
面
中
「エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
法
律
第
87条
第
14項

」
を
「エ

ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
第
87条
第
11項

」
に
改

め
、
同
様
式
の
裏
面
中
「エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
法
律
抜
す
い

」
を
「エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
等
に
関
す
る
法
律
抜
粋

」
に
、「14

」
を
「11

」
に
、

「15
第
１
項

」
を
「12

第
１
項

」
に
、「第

13項

」
を

「第
10項

」
に
改
め
、「、

第
75条
第
５
項
、
第
75条
の
２

第
３
項

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
の
規
定
は
、
同
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
老
齢
厚
生
年
金
等
施
行
日
前
請
求
手
続
に
係
る
経
過

措
置
）

第
二
条

老
齢
厚
生
年
金
及
び
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

附
則
第
四
十
一
条
退
職
共
済
年
金
に
係
る
老
齢
厚
生
年

金
等
施
行
日
前
請
求
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
規
則
第

百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
公
的
年
金

制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た

め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置

に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十

一
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
第
三
十
条

の
規
定
の
例
に
よ
る
。

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年

文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
十
二
条
の
表
第
三
十
条
第
二
項
第
三
号
の
三
の
項

を
削
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定

は
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

老
齢
厚
生
年
金
施
行
日
前
請
求
手
続
（
厚
生
年

金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
定

め
る
老
齢
厚
生
年
金
（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
が
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）の
裁
定
の
請
求
に
関

し
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能

の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平

成
二
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
裁
定
の
請
求
の
手
続
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
私
立

学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
の

例
に
よ
る
。

第
三
条

老
齢
厚
生
年
金
施
行
日
前
請
求
手
続
に
つ
い
て

は
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能

の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
一
号
）
第
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と

あ
り
、
及
び
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
、「
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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